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The process of university students are concerned 
that friends have mental problems. 
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くつかの課題が指摘されている。 
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的に検討することを目的とする。 
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Ⅲ．結果ならびに考察 
１．分析結果 
分析の結果、41 の概念、14 のカテゴリー、4 のコアカテゴリーが生成された。コアカテゴリーは表
1、カテゴリーは表 2 に示した。これらを文章化し、ストーリーラインを記載した。また、概念とカテ
ゴリーとコアカテゴリーとの関係を図にし、カテゴリーマップとした。 
表 1 コアカテゴリー 
1.能動的な姿勢 2.サポート環境の構築 3.関係性維持の動機付け 
4.関わりを振り返る 
表 2 カテゴリー 
1.問題を知る 2.支えられない 3.悪影響の回避 
4.友人の話を引き出す 5.負担の軽減策 6.知識・経験の活用 
7.負担となる心理状態 8.関係のもつれ 9.周囲の人を頼る 
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３．考察 
カテゴリーごとにプロセスの様相を詳述する。以下、文章中の表示を表 5 に記す。 
表 5 表示とその意味   
表示 意味 
( ) 生成された概念 
＜ ＞ カテゴリー 
【 】 コアカテゴリー 
「 」 具体例の引用 
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